
　NPO法人中山総合スポーツクラブ（今野芳理事長）主催の町民交流エアバレー　NPO法人中山総合スポーツクラブ（今野芳理事長）主催の町民交流エアバレー
大会が２月22日、総合体育館で開催されました。大会には17チーム113名が参大会が２月22日、総合体育館で開催されました。大会には17チーム113名が参
加し、熱戦が繰り広げられました。大会は女性・シニアの部、ファミリーの部、加し、熱戦が繰り広げられました。大会は女性・シニアの部、ファミリーの部、
オープンの部で行われました。各部門でスピード感あふれるラリーや迫力あるオープンの部で行われました。各部門でスピード感あふれるラリーや迫力ある
アタックが続き、観客席からは歓声が上がるなど、大いに盛り上がりました。アタックが続き、観客席からは歓声が上がるなど、大いに盛り上がりました。
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　２月15日、中央公民館で、「なぜなぜ大会議」成果報告会と、中山
町公共施設再配置計画基本構想（素案）住民説明会が行われました。
　「なぜなぜ大会議」は、昨年８月に開催された、町民が普段の生活
の中で感じている不安・不満や課題の根底と向き合い、改善策を考え
るワークショップです。
　「なぜなぜ大会議」の企画・運営を担当された東北芸術工科大学の
田澤紘子講師は、議論から生まれた改善策を「自分たちで取り組めそ
うなこと」「行政に期待したいこと」「新しい公共施設に期待したいこ
と」に分類し、今後、それぞれの具体的なアクションにつなげていく
ことへの期待や、まちづくりの展望についてお話しいただきました。
「なぜなぜ大会議」のレポートは、町公式ホームページに掲載しています。
　また、中山町公共施設再配置計画は、役場や中央公民館などの主要な公共施設の老朽化や激甚化する自然災害、
学校教育の将来など、町を取り巻く課題の解決手段となる「新たな公共施設の整備計画」を中山町のグランドデザ
インとして示し、町民からご理解をいただき、着実な事業推進を図るために策定するものです。
　現在策定を進めている「基本構想」は、令和８年度に行う「基本計画（新たな施設の規模・機能・配置などを示す
もの）」策定のためのルールとなる基本的な考え方（基本理念・基本方針）を示すものとして位置づけられており、住民
説明会では基本構想の内容のほか、事業の背景や経過、今後の予定などについての説明が行われました。
　参加者からは、「消防団員が町外に働きに出て手薄になる平日日中の安全確保対策は」「コンパクトシティの先進
事例地では空洞化が進んでいると聞くが、見解は」などの質問が出され、意見交換が行われました。

　第51回衆議院議員総選挙は１月27日に公示され、２月８日に投開票が行われました。
　当町の開票結果は下記のとおりです。
■当日の有権者数と投票率
　8,962人（男4,371人、女4,591人）
　小選挙選出議員選挙…投票率61.46%（投票者数5,508人）
　比例代表選出議員選挙…投票率61.44%（投票者数5,506人）
■小選挙区選出議員選挙（得票順）
・遠藤　ひろあき（自由民主党）……3,436票
・原田　まさひろ（中道改革連合）…1,435票
・さくらだ　きょうこ（参政党）………540票

■比例代表選出議員選挙（上位６政党・得票順）
・自由民主党…2,481票　・中道改革連合…980票
・国民民主党……648票　・参政党…………379票 
・チームみらい…279票　・日本維新の会…182票

「なぜなぜ大会議」成果報告会と公共施設再配置計画基本構想（素案）住民説明会を開催

町民の声から具体化するまちづくりの方向性

おめでとうございます
令和７年度統計功労者表彰　受章
　２月５日、令和７年度統計功労者表彰式が山形市の遊学館で開催され、下記９名の方々が長年の統計功労
により表彰されました。

●山形県統計協会会長表彰
　石川　廣幸さん（岡）、柏倉　和廣さん（岡）

●山形県統計協会会長感謝状
　秋葉　利美さん（落合）、山川喜與一さん（達磨寺）

●山形県統計協会会長感謝状（退職調査員）
　渡邉英一郎さん（小塩）、齋藤　昌典さん（達磨寺）、
　鎌上　政和さん（金沢）、鈴木　勝弘さん（金沢）、
　渡辺　和彦さん（小塩）

住民説明会の様子

（左から）渡邉英一郎さん、石川廣幸さん、鎌上政和さん

第 51 回衆議院議員総選挙　開票結果
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「中山町総合教育会議」において町長へ提言

　町では、人口減少による児童・生徒数の減少や小学校校舎の老朽化、立地環境など多くの課題があること
から、教育委員会として小・中学校の将来を展望した学校のあり方について検討の時期がきていると捉え、
令和５年３月に諮問機関として「中山町学校の将来構想検討委員会」を設置しました。
　検討委員会では、これまで11回の会議開催、検討委員による２回の県内義務教育学校視察、また令和７年
度には、町民アンケートや３回の町民説明会、パブリックコメントを行い、答申をまとめました。
　１月20日、検討委員会からの答申を受け、教育委員会では教育委員会議で提言をとりまとめ、２月26日
の中山町総合教育会議で町長へ「中山町立小学校・中学校の将来を展望した学校のあり方について」の提言
を行いました。
　町長からは、「いただいた提言について、重く受け止める。町の児童・生徒数減少や学校施設の老朽化や
安全性などを踏まえ、これからの子どもたちの教育環境を素晴らしいものにするよう検討する」と回答をい
ただきました。

「中山町立小学校・中学校の将来を展望した
学校のあり方について」の提言を行いました

教育委員会からのお知らせ

検討委員会大津委員長から渡邉教育長へ
答申書を提出（１月20日）

渡邉教育長から佐藤町長へ
提言書を提出（２月26日）

【提言の内容】
１　�「小中一貫教育」を推進するため、小学校２校と中学校１校を１校に統合し、
施設一体型の義務教育学校を開設すること。

２　�教育の質を維持するために、できるだけ早期に学校の施設のあり方について方向性
を示すとともに、災害時の安全面に配慮し、児童・生徒の通学方法や距離を考慮し
た最適な場所と施設を選定・提示すること。

　町公式ホームページに「中山町学校の将来構想検討委員会」について特設コーナーを
開設しています。将来構想検討委員会の内容などや、過去の「広報なかやま」記事も
掲載していますのでご覧ください。

※お問い合わせ先　教育課学校教育Ｇ　☎６６２－５４８４ 詳細はこちら
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楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
行
事
と
し
て
、

開
催
に
向
け
て
協
力
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
雨
天
の
影
響
に
よ
り
、会

場
内
に
多
数
の
水
た
ま
り
が
発
生

し
、地
面
が
泥
濘
化
し
た
た
め
、飲

食
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
お
客
様
を
安

全
に
お
迎
え
す
る
こ
と
が
困
難
と

判
断
さ
れ
ま
し
た
。

　
予
備
日
の
設
定
に
つ
い
て
は
、会

場
や
関
係
機
関
と
の
調
整
が
難
し

く
、設
け
て
い
ま
せ
ん
。

　
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、今
後
の

運
営
体
制
の
検
討
材
料
と
し
て
、主

催
者
と
も
共
有
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

２
０
２
６
年
こ
そ
は
皆
様
に
芋

煮
会
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
、町
と
し
て
も
引
き
続
き
支
援
し

て
い
き
ま
す
。（担

当　
産
業
振
興
課
）

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

Q 

町
で
は
空
き
家
の
軒
数
、状
況
は

把
握
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。ク
マ

が
空
き
家
で
冬
眠
す
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
昨
今
、早
急
な
取
り
組
み
を
‼

A 

空
き
家
の
増
加
に
つ
い
て
は
全
国

的
に
深
刻
化
し
て
お
り
、町
で
は
、平

成
25
年
と
令
和
４
年
度
に
空
き
家
の

実
態
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。今
後
、

こ
の
調
査
を
お
お
む
ね
５
年
に
１
回

実
施
し
、空
き
家
の
状
況
把
握
に
努

め
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、毎
年
の
固
定
資
産
税
の
納

税
通
知
送
付
の
際
、町
外
在
住
の
所

子
育
て
し
や
す
い

町
づ
く
り
を
し
て
ほ
し
い

Q 

中
山
町
が
他
市
町
村
よ
り
も
勝

る
、子
育
て
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
る

と
こ
ろ
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
す
か
。

A 

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
支
援
と

し
て
、令
和
６
年
度
か
ら
不
妊
治
療

費
の
助
成
や
産
後
の
給
付
金
へ
の

５
万
円
上
乗
せ
を
町
独
自
に
行
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、令
和
７
年
度
か

ら
は
１
か
月
児
健
診
費
用
助
成
、妊

婦
歯
科
検
診
費
用
助
成
を
ス
タ
ー

ト
し
、昨
年
９
月
１
日
か
ら
は
県
内

で
も
先
駆
け
て
、町
内
保
育
園・
幼

稚
園
の
給
食
無
償
化
を
開
始
し
、子

育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
軽
減
を

図
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、昨
年
４
月

か
ら
は「
中
山
町
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
」を
新
た
に
設
置
し
、母
子
保

健
事
業
と
児
童
福
祉
事
業
を
一
体

的
に
連
携
し
な
が
ら
、妊
娠
期
か
ら

切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
う
と
と

も
に
、さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
に
関
す

る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。そ

の
中
で
、町
で
は
個
別
の
関
わ
り
を

丁
寧
に
行
っ
て
い
ま
す
。

 

例
え
ば
、

・�個
別
に
通
知
や
案
内
を
送
り
、情

報
が
届
か
な
い
こ
と
の
な
い
よ
う

に
し
て
い
る

・�母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

妊
産
婦
全
員
の
状
況
を
確
認
し
、

特
に
支
援
が
必
要
と
思
わ
れ
る
方

に
は
電
話
や
訪
問
の
回
数
を
増
や

し
て
対
応
し
て
い
る

・�健
診
時
指
導
と
ア
フ
タ
ー
フ
ォ

ロ
ー
を
一
人
ひ
と
り
丁
寧
に
行
っ

て
い
る

・�予
防
接
種
状
況
を
個
別
に
把
握
し
、

接
種
の
勧
奨
を
行
っ
て
い
る

・�産
後
の
保
健
師
訪
問
に
加
え
て
母

子
保
健
推
進
員
等
が
１
歳
ま
で
の

す
べ
て
の
家
庭
を
訪
問
し
、育
児

の
悩
み
な
ど
に
耳
を
傾
け
て
い
る

こ
れ
ら
の
事
業
に
よ
り
、妊
婦
や
親
、

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
に
対
し
て
き
め

細
や
か
な
対
応
が
で
き
る
と
こ
ろ

が
、中
山
町
が
他
市
町
村
よ
り
優
れ

て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、町
の
そ
の
他
の
子
育
て

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は「
中
山
町
子

育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」に
ま
と
め
て

紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。（

担
当　
健
康
福
祉
課
）

「
元
祖“
全
国
”芋
煮
会   

中
山
」の

予
備
日
の
設
定
に
つ
い
て

Q 

「
元
祖“
全
国
”芋
煮
会
in
中
山
」

が
雨
天
中
止
に
な
り
残
念
で
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、予
備
日
な
ど

を
設
定
す
る
の
は
難
し
い
の
で

し
ょ
う
か
。来
年
の
開
催
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

A 

本
イ
ベ
ン
ト
は
観
光
協
会
が
主

催
し
て
い
ま
す
が
、町
と
し
て
も
地

域
の
皆
様
を
始
め
、全
国
の
方
々
に

有
者
の
方
に
所
有
物
件
の
適
正
な

管
理
に
つ
い
て
の
チ
ラ
シ
を
同
封

し
、空
き
家
発
生
の
抑
制
を
意
識
し

て
い
た
だ
く
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、町
の
空
き
家
等
対
策
計

画
に
基
づ
き
、総
合
的
か
つ
計
画
的

に
対
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
担
当　
建
設
課
）

石
子
沢
川
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

Q 

古
川
橋
か
ら
石
子
沢
川
を
見
る

と
、草
が
生
い
茂
っ
て
川
と
思
え

な
い
状
況
で
す
。年
に
２
回
除
草

す
る
な
ど
、洪
水
の
心
配
が
な
い

町
で
あ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

A 

古
川
橋
の
上
流
お
よ
び
下
流
の

石
子
沢
川
に
つ
い
て
は
、国
が
管
理

す
る
区
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
『
河
川
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、

堤
防
等
の
河
川
管
理
施
設
の
機
能

を
発
揮
で
き
る
状
態
を
維
持・管
理

す
る
た
め
日
頃
の
巡
視
等
に
よ
り

河
川
管
理
施
設
等
の
状
態
を
確
認・

記
録
し
、そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
施

設
補
修
を
行
う
な
ど
、効
率
的
か
つ

効
果
的
な
維
持
管
理
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
』と
国
土
交
通
省
か
ら
回

答
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
令
和
８
年
１
月
に
は
、国
土

交
通
省
が
土
砂
撤
去
を
実
施
し
、草

が
生
い
茂
っ
て
い
る
状
態
も
改
善

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、国
土
交
通
省
等
と
連

携
し
、地
域
の
安
全
安
心
の
確
保
に

向
け
て
努
め
て
い
き
ま
す
。

（
担
当　
建
設
課
）

貴重貴重ななご意見ご意見
ありがとうございますありがとうございます

　町には、町民の皆さんなどから、たくさん
のご意見やご要望・ご提案が寄せられま
す。町では、氏名・住所および電話番号の
記載のあるものには、その方へ回答をお返
ししています。また、その記載がなくても、
そのご意見に対して町での対応をまとめ
ています。
　今回は令和７年10月から12月までにい
ただいたご意見と町の回答を、一部抜粋・
要約して掲載します。
　次回は６月号に掲載する予定です。

in

子育て
ガイドブック
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達
磨
寺
田
植
踊
り
の
曲
目
と
歌
詞
の

続
き
と
な
り
ま
す
。

〇
花
早
乙
女
の
鳥
づ
く
し

　
頭
取
様
は
雄
蝶
か
女
蝶
か
、
孔
雀
鳳

凰
金
鶏
鳥
。
い
ず
れ
ま
ほ
鳥
、
拍
手

と
り
、
辺
り
を
と
り
し
御
田
植
。
畦
に

つ
き
た
る
白
鳥
は
、
げ
に
駒
鳥
か
。
千

鳥
足
取
り
捗
い
て
こ
っ
ち
は
小
鳥
小
雀

で
、
口
は
チ
ュ
ン
チ
ュ
ン
カ
ラ
カ
ラ

ス
、
山
が
ら
小
が
ら
四
十
が
ら
、
て
ま

す
ま
め
ま
す
み
そ
さ
ざ
い
、
褒
め
る
言

葉
は
白
鷲
の
、
顔
に
は
紅
を
ぬ
り
つ
け

て
、
ホ
、
ホ
ッ
と
い
う
と
り
は
門
に
立

つ
、
ふ
く
ろ
を
持
つ
と
は
、
ホ
ッ
敬
っ

て
褒
め
申
そ
う

〇
返
し
こ
と
ば

　
東
西
東
西
ィ
、
只
今
い
ず
こ
の
何
人

様
か
は
存
じ
ね
ど
、
我
々
風
情
の
田
植

に
花
づ
く
し
（
又
は
鳥
づ
く
し
）
の
お

褒
め
言
葉
く
だ
し
置
か
れ
、
有
難
く
大

慶
至
極
に
存
じ
奉
り
ま
す
。
何
を
致
し

ま
し
て
も
田
植
最
中
の
事
な
れ
ば
、
早

速
御
礼
に
は
あ
が
り
兼
ね
、
田
植
す
ぎ

サ
ナ
ブ
リ
と
も
相
成
る
節
は
、
あ
な
た

は
何
処
に
ご
ざ
ろ
う
と
も
、
酒
肴
を
整

え
御
名
を
た
ず
ね
、
ゆ
る
〳
〵
し
っ
ぽ

り
と
の
御
礼
、
先
ず
は
田
植
に
さ
せ
か

か
ら
せ
ま
し
ょ
う　
皆
々
精
だ
せ
〳
〵

　
　
　
　  

花
笠
舞
と
附

　
達
磨
寺
田
植
踊
の
特
徴
と
し
て
、
男

舞
の
枡
取
舞
と
女
舞
の
花
笠
舞
と
が
つ

く
こ
と
で
あ
る
。

〇
花
笠
舞
の
歌
詞

〽
ハ
ア
、
ズ
ン
〳
〵
テ
ン
〳
〵
、
ズ
ン

〳
〵
テ
ン
〳
〵
ヤ
ー
ホ
エ
、
忍
び
待
つ

夜
の
楽
し
さ
は
、
せ
め
て
サ
ッ
サ
、
イ

ヤ
、
ね
ま
つ
と
、
生
長
、
オ
ン
オ
ン
、

お
双
松
の
松
よ
、
な
か
に
小
松
と
思

い
し
か
、
イ
ヤ
ソ
レ
〳
〵
〳
〵
、
そ
う

じ
ゃ
い
な

〽
ハ
ア
、
ズ
ン
〳
〵
テ
ン
〳
〵
、
ズ
ン

〳
〵
テ
ン
〳
〵
ヤ
ァ
ホ
イ

笠
よ
笠
よ
と
皆
お
し
ゃ
ん
け
れ
ど
も

な
ぁ
、
ハ
ッ
、
ズ
ン
〳
〵
テ
ン
〳
〵
、

ズ
ン
〳
〵
テ
ン
〳
〵
ヤ
ー
ホ
エ
、
笠
を

さ
し
よ
う
な
ら
三
階
の
、
雨
の
サ
ッ
サ
、

イ
ヤ
、
降
る
笠
、
生
長
、
オ
ン
〳
〵
お

日
の
照
る
笠
よ
、
よ
ろ
（
お
前
）
と
わ

し
と
の
忍
び
笠
、
イ
ヤ
ソ
レ
、
ソ
レ
〳
〵

〳
〵
、
そ
う
じ
ゃ
い
な
可
愛
い
ら
し
さ

の
花
娘

次
号
に
続
く

※
引
用　
中
山
町
史　
中
巻

　
第
10
章
第
４
節　
民
俗
芸
能
と
娯
楽

　おかげさまです。季節が春めいてきて、中山町に移住して3度目の『雪と己との
戦い』が終わった気分です。晴れ間が多く、夜空の星を何度も見ることができたシー
ズンだったと思います。「雪が少ないと水不足の心配がある」と耳にし、私は大自然
の中に生かされているのだと感じました。
　活動中は人に会って話す機会が少ないので、なんとなく顔の表情筋が緩んだ気
がしています。だからひとりで居るときもなるべく意識して笑顔でいるようにしてい
ますが、誰もいないのにニヤニヤしてパソコンに向かっているってちょっと怪しい感
じですよね。７年前に『笑いヨガ』を学んだことを思い出しました。作り笑いでも脳は
笑っていると勘違いして幸せホルモンを出すそうです。久しぶりにそれをやってみ
たらウキウキしてなんだかとても楽しい気分。寂しさも吹っ飛び、やる気が戻ってき
ました。
　このウキウキ気分は、好きなことに夢中になることでも幸せホルモンを引き出す
らしいのですよ。私の場合は、それが『推し活』に当てはまる！あ～かぶくんに会い
たいな～。あ～あの可愛いお目目から元気をもらいたいな～。かぶくんはどこに
いるの？誰か教えてえ～！この１年で１度しか会えていないのよ…７月にしか会え
ないって織姫と彦星か？！

私たち地域おこし協力隊です！  No.90

●協力隊への問い合わせ先●　阿部 ☎662-4271（総合政策課）

阿部美恵子
出身地：栃木県鹿沼市
趣　味：高校野球観戦

第224話  達磨寺田植踊り　その６第224話  達磨寺田植踊り　その６

T o p i c s ひまわり広場
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ひまわり広場

　町では自殺対策の一環として、ゲートキーパー養成講座を
実施しています。ゲートキーパーとは、悩んでいる人に気づ
き、声をかけ、適切な対応をとることができる人のことを指
します。特別な資格は必要なく、誰でもゲートキーパーにな
ることができます。
　今年度は11月28日に商工会の役員、２月17日に商工会女
性部の役員を対象に養成講座を開催しました。訪問看護ス
テーションレントの鈴木志津子さんを招き、声がけのポイン
トや、対応の仕方について学びました。

　２月15日、中央公民館で「家事ってチーム戦！家
族で実践ワクワクお片づけ」講座が開催されまし
た。家族で収納を見直すきっかけをつくることで、
「家事は〇〇の役割」という意識をなくし、性別に
とらわれず皆で家事の負担軽減を目指すことを目
的に、MYトリセツの後藤青葉代表が講師を務め、
親子でできる片づけ方を実践形式で学びました。 
　講座には町内に住む親子２組が参加し、家庭での片づ
けの悩みを共有したり、それに対するアドバイスを受け
たりしながら、片づけの進め方を実践し、学びを深めて
いました。

　冬の旧柏倉家住宅の庭園を見てもらおうと、２月28日か
ら３月１日にかけてライトアップが行われました。28日に
はオープニングセレモニーが行われ、午後４時になると佐
藤町長のカウントダウンで一斉に点灯。２日間で約200名
が訪れ、幻想的な光景に目を奪われている様子でした。
　町内に住む今野さんご家族は「旧柏倉家住宅はひなまつ
りの際に訪れたことがありますが、とても素敵です」と話し
ていました。

【悩んでいる人・心配な人を見かけたら…】
○変化に気づいたら、まずは声をかけてみましょう
　※ポイントは肯定形で聞くこと。「大丈夫です」と言わせない聞き方をする。
　　（落ち着いた時間はどれくらいあるか、ぐっすり眠れているか、などもおすすめ）
○話を聞くときは相手の気持ちや考えを否定しない
○話してくれたら「よく話してくれたね」、「話してくれてありがとう」と相手をねぎらう
○相談窓口に相談するように勧めてみましょう
【心の健康相談に関する相談窓口】
　○健康福祉課健康づくりＧ　☎６６２－２８３６　○村山保健所（精神保健福祉担当）　☎６２７－１１８４
　○県精神保健福祉センター　☎６２４－１２１７　○心の健康相談ダイヤル　　　　 　☎６３１－７０６０

例：この２週間くらい、明るい気持ちだなーって日、
どれくらいありました？

ゲートキーパー養成講座を開催しましたゲートキーパー養成講座を開催しました

家族で取り組む！
ワクワクお片づけ講座を開催ワクワクお片づけ講座を開催

冬空の下、庭園きらめく
旧柏倉家住宅ライトアップ旧柏倉家住宅ライトアップ

養成講座の様子

アドバイスに耳を傾ける参加者たち

オレンジ色の光に包まれる庭園
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T o p i c s

戸籍のまどぐち（２月分）

まちの人口（２月末現在）
人　口 10,226人  （前月比－20人）

世帯数    3,770世帯（前月比－10世帯）

人の動き

（男 5,024人、女 5,202人）

出生
死亡

転入
転出

３
19

10
14

人
人

人
人

レ
ジ
ェ
ン
ド
に
学
ぶ
P
a
r
t
２

（
奇
跡
の
逆
転「
り
く
り
ゅ
う
」ペ
ア
）

　

先
月
16
日
に
行
わ
れ
た
ミ
ラ
ノ
・
コ
ル
テ
ィ

ナ
冬
季
五
輪
・
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
・
ペ
ア
競

技
で
の
金
メ
ダ
ル
獲
得
の
快
挙
は
、
18
日
全
国
に
報
道

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
主
人
公
で
あ
る
三
浦
璃
来
・
木
原
龍
一
、

愛
称
「
り
く
り
ゅ
う
」
ペ
ア
は
、
卓
越
し
た
演
技
と
表
現
力

に
よ
っ
て
、
多
く
の
人
々
に
感
動
と
勇
気
を
与
え
て
く
れ
ま

し
た
。
S
P
で
の
失
敗
か
ら
の
フ
リ
ー
演
技
が
人
々
に
与
え

た
も
の
は
、
単
な
る
技
術
的
な
評
価
だ
け
で
は
な
く
、
自
己

表
現
や
情
熱
、
信
頼
か
ら
の
深
い
絆
、
そ
し
て
挑
戦
す
る
強

さ
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
審
査
員
・
観
客
の
み
な
ら
ず
世
界

中
に
大
き
な
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
ま
し
た
。
彼
ら

の
ス
ト
ー
リ
ー
か
ら
生
ま
れ
た
成
功
は
、
夢
を
追
い
続
け
る

こ
と
の
大
切
さ
や
、
苦
難
を
乗
り
越
え
る
力
を
象
徴
し
て
お

り
、
多
く
の
人
々
が
自
分
自
身
の
目
標
に
向
か
っ
て
挑
戦
す

る
勇
気
を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

彼
ら
の
存
在
が
、
次
世
代
の
ア
ス
リ
ー
ト
や
フ
ァ
ン
た
ち
に

と
っ
て
の
希
望
と
な
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
持
つ
力
を
再
確
認
さ

せ
て
く
れ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
混
沌
と
し

て
い
る
現
代
社
会
に
お
い
て
の
「
幸
せ
の
か
た
ち
」
を
表
現

し
て
く
れ
た
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
す
。

　

さ
て
、
同
18
日
は
、
第
51
回
衆
議
院
選
挙
で
当
選
し
た

議
員
が
初
登
庁
し
、
第
2
次
高
市
政
権
が
ス
タ
ー
ト
し
た

日
で
も
あ
り
ま
す
。
高
市
政
権
の
進
展
に
は
、
期
待
と
と
も

に
一
抹
の
不
安
も
感
じ
る
の
が
自
然
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
り
く
り
ゅ
う
」
の
ペ
ア
と
し
て
の
演
技
は
、
個
々
人
の
強
さ

や
、
信
頼
関
係
の
大
切
さ
、
社
会
全
体
で
培
う
べ
き
強
さ
の

重
要
性
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
安
定
政
権
が
も
た
ら
す
も

の
は
何
か
、
今
後
の
動
向
を
見
守
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。

よ
り
良
い
社
会
を
構
築
す
る
た
め
に
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、

ど
ん
な
強
さ
を
持
つ
べ
き
か
考
え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

中
山
町
長　

佐
藤　

俊
晴

　町老人クラブ連合会（鈴木政明会長）主催の健康福
祉講座が２月25日、中央公民館で開催されました。
　講座では町の交通安全専門指導員による交通安全
講話や、小岩井乳業株式会社仙台支店（渡部智嘉支店
長）による「免疫ケアセミナー」が行われました。
　「免疫ケアセミナー」では、免疫機能を維持するた
めには規則正しい生活や栄養バランスの良い食事など
が大切で、さらにプラズマ乳酸菌を摂取することで免
疫細胞全体の活性化につながると説明があり、参加者
は熱心に耳を傾けていました。

老人クラブ連合会　健康福祉講座を開催
毎日の習慣が免疫力を守る毎日の習慣が免疫力を守る

免疫について学びを深める参加者たち

反射材の効果を実演
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町
民
の
皆
様
の
生
活
支
援
と
町
内
経
済
活

性
化
の
た
め
、町
内
店
舗
で
使
用
で
き
る「
中

山
町
く
ら
し
応
援
商
品
券（
第
２
弾
）」を
左

記
の
と
お
り
配
布
し
ま
す
。

●�

対
象　
令
和
８
年
２
月
28
日
時
点
の
町
内　

全
世
帯

●�

配
布
内
容　
世
帯
員
一
人
あ
た
り
商
品
券

１
２
０
０
０
円
分

●�

配
布
方
法　

世
帯
主
宛
て
に「
ゆ
う
パ
ッ

ク
」で
お
送
り
し
ま
す
。

●�

配
布
時
期　
４
月
上
旬
か
ら
同
月
30
日
ま

で
に
順
次
お
送
り
し
ま
す
。

●
使
用
期
間　
５
月
１
日（
金
）～

７
月
31
日（
金
）

※�

対
象
店
舗
な
ど
の
詳
細
は
商
品
券
に
同
封

さ
れ
る
チ
ラ
シ
か
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
振
興
課
商
工
観
光
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
☎
６
６
２
‐
２
１
１
４

中
山
町
く
ら
し
応
援
商
品
券

（
第
２
弾
）を
配
布
し
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
広
報
課
防
災
安
全
対
策
室

　
　
　
　
　
　
　
☎
６
６
２
‐
４
８
９
９

林
野
火
災
注
意
報・

警
報
に
つ
い
て

※本文中の「G」は「グループ」を省略したものです。

Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ　
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ　
Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

お
知
ら
せ
版

№1493

　
令
和
７
年
２
月
の
大
船
渡
市
に
お
け
る
林

野
火
災
を
受
け
、令
和
８
年
１
月
よ
り
林
野

火
災
注
意
報・
警
報
の
運
用
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。林
野
火
災
注
意
報・
警
報
は
、降
水
量

が
少
な
く
、火
災
が
発
生
し
や
す
い
気
象
状

況
の
際
に
発
令
さ
れ
ま
す
。発
令
期
間
中
は

屋
外
で
の
火
の
使
用
を
控
え
る
な
ど
、火
の

取
扱
い
に
は
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
林
野
火
災
注
意
報
】　
左
記
の
い
ず
れ
か
に

該
当
し
た
場
合
に
発
令
さ
れ
ま
す
。

　
・�前
３
日
間
の
合
計
降
水
量
が
１
ｍｍ
以
下

か
つ
乾
燥
注
意
報
が
発
表

　
・�前
３
日
間
の
合
計
降
水
量
が
１
ｍｍ
以
下

か
つ
前
30
日
間
の
合
計
降
水
量
が
30
ｍｍ

以
下

⇒
林
野
で
の
火
の
使
用
制
限
に
努
め
て
く

だ
さ
い
。

【
林
野
火
災
注
意
報
】　
林
野
火
災
注
意
報
の

発
令
基
準
に
加
え
、強
風
注
意
報
が
発
表
さ

れ
た
場
合
に
発
令
さ
れ
ま
す
。

⇒
林
野
で
の
火
の
使
用
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

【
火
の
使
用
制
限
と
は
】

　

屋
外
で
裸
火
を
使
用
し
、火
の
粉
が
飛
散

す
る
行
為
が
対
象
で
す（
ど
ん
ど
焼
き
、炎
を

使
っ
た
土
壌
消
毒
や
殺
虫
、た
き
火
な
ど
）。

※�

火
の
粉
が
飛
散
し
な
い
火
を
使
用
す
る
製

品
な
ど
は
対
象
外
で
す（
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

コ
ン
ロ
、七
輪（
炭
火
）な
ど
）。

詳細はこちら

　

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、生
後
91
日
以
上

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
税
務
課
住
民
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
☎
６
６
２
‐
２
１
１
３

狂
犬
病
予
防
注
射
に
つ
い
て

●消防団Q＆A
　Q けがの補償はありますか？
　🅰 �消防団活動中に負傷した場合、公務災害補償を受けることができます。
 
　Q 報酬はありますか？
　🅰 �年額報酬と出動報酬があります。また、一定期間以上勤務した場合、

退職時に退職報償金が支給されます。
 
　Q 活動時の被服や装備はどうすれば良いですか？
　🅰 町から活動服、編み上げ靴、ヘルメットなどの必要な装備を貸与します。

の
犬
の
飼
い
主
は
、毎
年
４
月
か
ら
６
月
に

狂
犬
病
予
防
注
射
の
接
種
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

犬
の
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、３
月

中
に
接
種
案
内
は
が
き
を
お
送
り
し
ま
す
の

で
、は
が
き
を
持
参
の
う
え
、か
か
り
つ
け
の

動
物
病
院
に
て
接
種
を
お
願
い
し
ま
す
。
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中山町消防団員募集中！
　「いざという時、大切な人たちを守りたい」そんなあなたの力を貸してください。
●入団要件　町内に在住または勤務している18歳以上の方

※お申込み・お問い合わせ先　総務広報課防災安全対策室　☎６６２－４８９９

募集区分 主な活動内容

一般団員（男女可） 火災や水害時の対応、定期的な町内巡回、各種訓練など

女性消防隊（女性のみ） 応急手当などの普及啓発活動など

ラッパ隊（男女可） 各種イベント時の演奏（トランペット、スネアドラム、バスドラム）

＊＊ 令和８年度 中山町会計年度任用職員を募集します ＊＊
●募集職種：特別支援教育支援員
●職務内容：�小中学校の児童・生徒に対する日常生活動作の介助や学習活動上のサポートなど
●募集人数：若干名
●任用期間：�令和８年５月１日～令和９年３月31日の範囲内
●勤務時間：月~金曜日　午前８時15分~午後４時（うち休憩時間45分）
　　　　　　※年間210日以内
　　　　　　※学校行事等に合わせた勤務があります。
　　　　　　※休業日は、原則学校の休業日と同様です。
●勤務場所：長崎小学校・豊田小学校・中山中学校のいずれか
●報 酬 額：時給1,362円~　ほか条件により通勤費、期末手当等を支給
●応募資格：下記のいずれかに該当する方
　　　　　　①教育現場経験者
　　　　　　②教育免許状保持者
　　　　　　③特別支援教育に理解のある方
●選考方法：書類選考、面接試験（面接の日時などは、後日、本人に郵送で通知します）
●申込書類の受付期間および提出先
　　　受付期間 ：３月31日(火)までお申し込みください。
　　　提 出 先 ：○�直接申し込む場合は、総務広報課庶務広報Ｇへ提出してください。
　　　　　　　　　※受付時間：午前９時～午後４時45分 
　　　　　　　　　（土・日曜日、祝日の場合は、役場１階の宿直室警備の係員へお渡しください）

○�郵送する場合は、封筒の表に「中山町会計年度任用職員任用申込書在中」と
朱書きのうえ、郵送してください（３月31日必着）。

　　　　　　　　　　※宛先：〒990-0492　東村山郡中山町大字長崎120
　　　　　　　　　　　　　　中山町役場　総務広報課庶務広報G 
●提出書類：｢任用申込書」および「履歴書｣（資格要件がある場合は、資格を証するものの写し）
　　　　　　※�申込書と履歴書は、役場総務広報課で配布しているほか、町公式ホームページから

ダウンロードできます（「履歴書」は、市販のものでも構いません）。なお、提出書
類はお返しできませんのであらかじめご了承願います。

●そ の 他：�勤務時間、報酬額が所定の要件を満たす場合は、各種保険に加入していただきます。

※お申込み・お問い合わせ先

業 務 内 容 な ど：教育課学校教育Ｇ　　　☎６６２－５４８４
お申込み・手続き：総務広報課庶務広報Ｇ　☎６６２－２１１１
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転出届・転入予約は、マイナポータルで転出届・転入予約は、マイナポータルで！！
　進学・転職・転勤などによりお住まいの住所が変わったら、住民異動の届け出が必要です。
　マイナンバーカードを所有している人は、マイナポータルからオンラインで転出届および転入
予約（来庁予定の連絡）ができます。詳しくはデジタル庁ホームページをご覧ください。
※�マイナポータルを通じて転出届の提出をした後は、別途、転入先市区町村の窓口で転入届など
の手続が必要です。
※転出届以外に健康保険、税金、下水などの手続きがある方は中山町で手続きが必要です。

　窓口でも異動の手続きが可能です。以下の必要書類を持参し、役場１階１番窓口にお越しください。
※本人や同一世帯員以外の代理人が住所異動の届け出を行う場合は、委任状が必要です。

①転入届（他市区町村から中山町へ）

③転居届（町内での引っ越し）

②転出届（中山町から他市区町村へ）

※お問い合わせ先　住民税務課住民G　☎６６２－２５９３

届出期間 中山町に住み始めた日から14日以内

必要書類

本人確認書類（マイナンバーカード、
運転免許証など）、転出証明書

【該当者のみ下記の書類】
マイナンバーカード、在留カード
など

届出期間 転居した日から14日以内

必要書類

本人確認書類（マイナンバーカード、
運転免許証など）

【該当者のみ下記の書類】
マイナンバーカード、国民健康保険
資格確認書、後期高齢者医療資格
確認書、在留カードなど

届出期間 転出する14日前から

必要書類

本人確認書類（マイナンバーカード、
運転免許証など）

【該当者のみ下記の書類】
マイナンバーカード、国民健康保険
資格確認書、後期高齢者医療資格
確認書など

マイナポータルの
引越し手続画面

デジタル庁の引越し手続
オンラインサービス
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事 業 名 日　時 場 所 対　象　者　等

１歳６か月児健診
（子育て支援G）

４/８（水）
受付時間は個別通知で
お知らせします

保健福祉
センター
検診ホール

令和６年７月～９月生まれのお子さんと前回欠席
のお子さん
●持ち物　母子手帳、問診票、「健やか親子21」質問票、
　　　　　交換用おむつ、バスタオル

定 期 健 康 相 談
（健康づくりＧ）

４/14（火）
10：30～11：30 生活習慣病予防、健康診査に関する相談を行います。

パ パ マ マ 教 室
（子育て支援Ｇ）

４/16（木）
受付時間は個別通知で
お知らせします

保健福祉
センター
２階会議室

令和８年７月～９月に出産予定の方と前回欠席の方
（配偶者も一緒に参加できます）
転入などで個別通知がなかった方は至急ご連絡ください。
●持ち物　母子手帳、筆記用具

保健カレンダー
※保健事業に関するお問い合わせ先

健康福祉課　健康づくりＧ　☎ 662‒2836
健康福祉課　子育て支援Ｇ　☎ 662‒2705

【母子手帳交付について】
母子健康手帳交付は予約制です。子育て支援Ｇへお電話でお問い合わせください。
●受付時間　午前９時～午後４時（土・日曜日、祝日を除く）
●所要時間　30分～１時間程度　
●場　　所　保健福祉センター
●持 ち 物　医師が記入した妊娠届出書、マイナンバーカード、妊婦さん名義の通帳のコピー（口座番号のページ）

【乳幼児等定期予防接種の申し込みについて】
●町内医療機関で接種を希望する場合は、直接医療機関に申込票を提出してください。
●�町外医療機関希望の場合は健康づくりＧに申込票をお届けください（接種券を郵送しますので、届いたら
医療機関に予約を入れてください）。
※転入などで申込票をお持ちでない場合は、健康づくりGへお問い合わせください。

令和８年度分 心身障がい者自動車福祉給油券・福祉タクシー利用券を交付します
　心身に障がいのある方の積極的な社会参加と生活圏拡大を図るため、自動車福祉給油券または福祉タク
シー利用券を交付します。

※お問い合わせ先　健康福祉課福祉介護G　☎６６２－２６７３

自動車福祉給油券 福祉タクシー利用券

対象

１～３の要件に該当する方。交付はいずれか一方になります。
なお、「寝たきり高齢者等移送サービス」を利用している方は対象外です。

１．町内に住所があり、実際に居住している方
２．下記のいずれかを所持している方（②に該当する方は、福祉タクシー利用券のみ申請できます）
　  ①身体障害者手帳所持者
　　 　 視覚障害：１～４級　　　　　聴覚障害：１～３級
　　 　 上　　肢：１～４級　　　　　下　　肢：１～５級
　　 　 体　　幹：１～５級　　　　　内部障害：１～４級
　  ②療育手帳所持者でＡランクの方
　  ③精神障害者保健福祉手帳所持者で１・２・３級の方
３．�自動車福祉給油券については、対象者本人が運転可能で、自動車検査証の「所有者」「使用者」
がいずれも本人名義の車をお持ちの方（ただし、割賦購入のため法人名義になっている場合
は、本人が所有しているものとみなします）

申請日時／
場所

・３月30日（月）午前９時～正午／役場101・102会議室
・３月31日（火）午前９時～午後４時45分／保健福祉センター
※この日程で来庁できない方は、４月１日（水）以降、保健福祉センターで随時受け付けます。
　ただし、交付枚数は申請月により異なります。

持ち物 運転免許証・車検証・身体障害者手帳または
精神障害者保健福祉手帳 ①〜③で所持している手帳
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町の魅力を再発見！　
　中山町には、魅力的な場所やもっと知ってほしい良いモノなどがたくさんあります。
　このコーナーでは、そんな町の魅力をお知らせしていきます。

ふるさとへの思いを胸に　年に一度の交流会ふるさとへの思いを胸に　年に一度の交流会
第53回　東京中山会「ふるさとの集い」開催第53回　東京中山会「ふるさとの集い」開催
　関東に居住する中山町出身者を中心に組織される東京中山会（石澤良弘会長）の「ふるさとの集い」が２月　関東に居住する中山町出身者を中心に組織される東京中山会（石澤良弘会長）の「ふるさとの集い」が２月
15日に東京都荒川区のアートホテル日暮里ラングウッドで開催されました。年に１回ふるさとの思い出や近況15日に東京都荒川区のアートホテル日暮里ラングウッドで開催されました。年に１回ふるさとの思い出や近況
報告で交流を深めるため行われているもので、会員63名と、町から佐藤町長をはじめ議会、商工会など関係報告で交流を深めるため行われているもので、会員63名と、町から佐藤町長をはじめ議会、商工会など関係
者約10名が参加しました。者約10名が参加しました。
　式典の部では石澤会長から「東京中山会は非常に歴史と伝統のある名門の会と言っていいと思います。上部　式典の部では石澤会長から「東京中山会は非常に歴史と伝統のある名門の会と言っていいと思います。上部
組織である山形県人東京連合会には68の団体が所属していますが、これだけの人数が集まってもらえる会は組織である山形県人東京連合会には68の団体が所属していますが、これだけの人数が集まってもらえる会は
東京中山会くらいです。そして嬉しいのは、若い方の参加が年々増えていることです。これからは中山中学校東京中山会くらいです。そして嬉しいのは、若い方の参加が年々増えていることです。これからは中山中学校
を卒業された方の舞台です。非常に期待をさせていただきます」とあいさつがありました。その後、中山中学校がを卒業された方の舞台です。非常に期待をさせていただきます」とあいさつがありました。その後、中山中学校が
創立60周年を迎えたことを記念し、同会から中山町立中山中学校創立60周年記念事業実行委員会へ寄附金が創立60周年を迎えたことを記念し、同会から中山町立中山中学校創立60周年記念事業実行委員会へ寄附金が
贈られ、石澤会長から秋葉由紀中山中学校校長に目録が手渡されました。贈られ、石澤会長から秋葉由紀中山中学校校長に目録が手渡されました。
　参加者たちは久しぶりに再会した友人や同級生らと食事を楽しみ、思い出話に花を咲かせたり、カラオケで　参加者たちは久しぶりに再会した友人や同級生らと食事を楽しみ、思い出話に花を咲かせたり、カラオケで
一緒に歌ったりして楽しんでいました。一緒に歌ったりして楽しんでいました。

友人たちとの再会を喜ぶ参加者たち 石澤会長（左）と
目録を手にする秋葉校長（右）

カラオケで会場は大盛り上がり

に会員登録を！に会員登録を！東京中山会東京中山会
　首都圏にお住まいの親族や友人にお知らせください。
　氏名・住所を登録していただくと年１回発行の「東京中山会だより」をお届けし「ふるさとの
集い」のご案内をします。
　氏名、住所、電話番号、出身地区、生年を下記まで郵送または電話でお知らせください。

※お申込み・お問い合わせ先
　〒350-1305　埼玉県狭山市入間川1434－79　石澤　良弘　☎０４－２９５９－８０４２
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